
信楽高原鐵道 第一大戸川
だ い ど が わ

橋梁の「登録有形文化財」登録を祝い 

仁杉 巖氏を囲む会 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：(社)滋賀県建設業協会 季刊夢けんせつ秋号） 

日  時： 平成 20 年 11 月 18 日（火）18:30～20:30（受付開始：18:00） 

会  場： ホテルメトロポリタン エドモント ２F 悠久（大宴会場） 

 

プログラム                                                  （敬称略） 

司会： (社)土木学会 専務理事 古木守靖 

 

■ 開会 

■ 発起人挨拶： (社)土木学会 会長 栢原英郎 

■ 大戸川橋梁建設当時を振り返って：  

仁杉 巖、(社)海外鉄道技術協力協会 最高技術顧問 菅原 操  

■ 土木の文化財について：  

文化庁 文化財部 参事官付文化財調査官 北河 大次郎 

■ 大戸川橋梁の工学的意義：  

東京大学生産技術研究所 准教授 岸 利治 

■ 乾杯： 武蔵工業大学 学長 中村 英夫 

■ 懇談 

■ 中締め： (社)土木学会 副会長、東京工業大学大学院 教授 日下部 治 


